
学
校
の
空
調
設
備
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
（
２
０
１
４

年
度
）
忠
岡
中
に
設
置
済
み
。

来
年
度
忠
岡
小
、
再
来
年
度

東
忠
岡
小
と
計
画
的
に
設
置

を
す
す
め
、
予
定
通
り
に
い

け
ば
、
２
０
１
６
年
度
に
は
、

３
校
と
も
全
教
室
に
エ
ア
コ

ン
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
に

つ
い
て
は
、
組
合
か
ら
、

「
一
斉
テ
ス
ト
で
わ
か
る
の

は
学
力
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
」

「
調
査
な
ら
ば
、
悉
皆
で
や

る
必
要
は
な
い
。
悉
皆
で
す

る
か
ら
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
、

過
度
な
競
争
へ
と
つ
な
が
る
。
」

こ
と
な
ど
を
指
摘
。
町
教
委

は
「
過
度
の
競
争
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
、
学
校
別
公
表

は
行
わ
な
い
」
と
回
答
。
ま

た
、
大
阪
府
が
お
し
つ
け
て

い
る
「
学
力
向
上
計
画
」
に

つ
い
て
、
町
教
委
は
「
各
校

に
数
値
目
標
を
強
い
る
こ
と

は
し
な
い
」
と
回
答
。
組
合

は
、
「
府
か
ら
と
り
く
み
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
会
議

も
増
え
、
テ
ス
ト
も
増
え
た
。

教
職
員
に
も
、
子
ど
も
に
も

負
担
に
な
っ
て
い
る
」
と
職

場
の
状
況
を
訴
え
ま
し
た
。

他
に
も
、
大
阪
府
チ
ャ
レ

ン
ジ
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

「
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
は

府
に
あ
げ
て
い
く
。
」

保
健
室
に
電
話
が
な
い
状
況

に
つ
い
て
は
「
課
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
」
な
ど

新
た
な
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
分
会
か
ら
は
、

「
消
耗
品
費
を
増
額
し
て
ほ

し
い
。
」
「
図
書
室
専
任
の

職
員
の
配
置
が
あ
り
が
た
い
。
」

な
ど
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

安
倍
政
権
は
昨
年
12

月
10
日
、
国
民
の
強
い

反
対
と
懸
念
の
声
を
無

視
し
て
、
特
定
秘
密
保

護
法
の
施
行
を
強
行
し

ま
し
た
。

憲
法
違
反
の
同
法
の

施
行
に
厳
し
く
抗
議
し
、

廃
止
を
強
く
求
め
る
も

の
で
す
。

同
法
は
、
「
わ
が
国

の
安
全
保
障
に
著
し
い

支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
る
」
と
い
う
理
由
さ

え
つ
け
れ
ば
、
政
府
が

広
範
な
情
報
を
勝
手
に

「
特
定
秘
密
」
に
指
定

し
、
そ
れ
に
近
づ
こ
う

と
す
る
メ
デ
ィ
ア
や
国

民
を
処
罰
す
る
こ
と
が

で
き
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。

政
府
の
恣
意
的
な
秘

密
指
定
が
安
易
に
で
き

る
た
め
、
何
が
「
特
定

秘
密
」
な
の
か
も
わ
か

ら
な
い
ま
ま
に
処
罰
さ

れ
る
こ
と
が
強
く
懸
念

さ
れ
ま
す
。
国
民
の
目
、

耳
、
口
を
ふ
さ
ぐ
稀
代

の
悪
法
で
す
。

同
法
の
施
行
と
平
行

し
て
、
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
を
具
体
化
す
る

法
案
等
の
準
備
も
加
速

し
て
い
ま
す
。
日
米
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
中
間
報
告
で

「
周
辺
事
態
」
と
い
う
概

念
が
な
く
さ
れ
た
こ
と
か

ら
も
、
ア
メ
リ
カ
軍
と
一

体
で
世
界
中
に
軍
隊
（
自

衛
隊
）
を
派
兵
し
よ
う
と

い
う
意
図
は
明
ら
か
で
す
。

今
回
、
施
行
さ
れ
た
と

は
い
え
、
一
昨
年
の
法
制

定
以
降
も
、
日
弁
連
や
日

本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
が
強
い
懸

念
を
示
し
、
そ
の
危
険
性

を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
共
同
通
信
社
が
昨

年
10
月
に
行
っ
た
全
国
世

論
調
査
で
は
、
秘
密
法
施

行
で
知
る
権
利
が
侵
害
さ

れ
る
不
安
を
「
感
じ
て
い

る
」
と
答
え
た
人
が
５
８
・

６
％
に
上
っ
て
い
ま
す
。

同
法
の
廃
止
を
求
め
る
世

論
と
運
動
は
持
続
的
に
確

実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
確
信
を
持

ち
、
広
範
な
諸
団
体
・
個

人
と
の
共
同
を
い
っ
そ
う

強
め
、
秘
密
保
護
法
廃
止

を
求
め
る
草
の
根
の
と
り

く
み
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

№１９９０ 泉北教育 ２０１５年１月７日（２）

泉北教組に加入して、「評価・育成システム」をなくそう

忠岡町教委交渉での主な回答
２０１４．１２．２

○来年度忠岡小全教室にエアコン設置予定、再来年

度東忠岡小全教室にエアコン設置予定である。

○来年度東忠岡小の体育館を改修予定である。

○評価・育成システムの賃金リンクについては、望
ましいとは思っていない。

○町として避難等の計画は出ているので、それに基

づき防災計画は進めている。地震・津波・洪水等

さまざまな災害を想定する必要があると認識して

いる。

○東忠岡小の新校舎のひび割れについては、現場を

確認して対応する。

○全国一斉学力テストが過度の競争につながらない

よう、忠岡町では学校別公表は行わない。また、

学力向上計画は、各校に数値目標を強いることは

しない。

○大阪府チャレンジテストについては、実施で明ら

かになった課題は大阪府にあげていく。

○保健室に電話が配備されていない状況については、

課題があると認識している。

12
月
２
日
、
泉
北
教
組
は
、
忠
岡
町
教
育
委
員
会
と
「
教

育
要
求
書
」
に
基
づ
き
来
年
度
予
算
要
望
等
の
要
求
の
交
渉

を
も
ち
ま
し
た
。


